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つい先日、「今年もよろしくお願いします」とあいさつしたと思っていましたが、気づけば３月とな

ってしまいました。慣用句の中に「１月は行く  ２月は逃げる  ３月は去る」とありますが、まさにその

言葉を実感しております。それと同時に以前お世話になった校長先生から、「『行かせない、逃が

さない』３学期にしないといかんよ。」と言われたことを思い出しました。「なんとなく日々を過ごし

ていたら、すぐに３学期が終わるよ」という戒めであったと思います。令和７年度も残り少なくなり

ましたが、やれることは、最後まで行い、次の年度につながる３月にしていきたいと改めて考えてい

ます。教職員一同最後までがんばっていきます！ 

  

  

2月3日から5日にかけて、2年生が修学旅行へ行ってきました。今回は

奈良県と京都府という古代に日本の都があった場所を中心にいろいろな

場所を巡ってきました。2年生の修学旅行のテーマは「一張一弛（いっち

ょういっし）」〔弓の弦を張ったりゆるめたりするように、気持ちをひきしめ

たりゆるめたりすること。〕です。そのテーマを基に、事前学習から旅行当

日までがんばっていく姿をしっかり見せてもらいました。良いなと感じたの

は、1日目より2日目の生徒の行動等の改善が見られたことです。1日目にでた課題を各旅行委員や

班長を中心にみんなで変えていこうとする気持ちの本気度が非常に伝わりました。そのようながんば

りの成果か、2日目の夜に舞妓さんの舞踊見学後に、マネジャーさんに私が個人的にお礼を告げた

際に、「メリハリが効いた素晴らしい生徒さんですね」と言葉をいただきました。自分たちが目指して

いるものを外部の方から褒められることほど価値高いものはありません。あと1か月で夜須中を背負

っていく2年生に期待しています。  

 

 

給食後に約 30 分程度の昼休みがありますが、生徒たちは各々が

教室等で自由に過ごしています。しかし、そんな中でも委員会の仕事

を昼休みに取り組んでいる生徒もいます。今回はそのような生徒たち

を少し紹介します。  

まずは、図書委員会です。2 月末に図書館にて任意の参加者で

「ビブリオバトル」を行っています。これは、参加している生徒たちに

自分が読んだ本のアピールを制限時間 2 分以内にプレゼンし、だれが最も読みたくなる紹介がで

きたかを最終的に決める取組です。参加者は 20 名ほどでありましたが、その生徒たちの前で「こ

の本を読んでもらいたい」と表現するのはなかなか難しいのです。苦戦しながらも考えて表現する

姿、また学年関係なくそれぞれのがんばりを尊重する姿が素晴らしいと感じました。  

次は、1年生の学級代議員の生徒たちです。現在取り組んでいるのは、宿題等の提出をどうやっ

て、１００％に近づけるかという話し合いでした。それぞれ出た考えを、どのタイミングで、どのよう

に伝えていくかと次第に具体的な話合いを行っていました。このような地道な取組が生徒たちを育

て、そして次は学校全体を動かす生徒会に繋がるのだと考えました。まもなく 2 年生になるみんな

のがんばりを応援しています。  
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